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まえがき 

 

 「Kansai Geo-Symposium」は，(公社)地盤工学会関西支部と地下水地盤環境に関する研究協議会が共

催する地下水地盤環境・防災・計測技術に関する研究発表会であり，今年で 9 回目の開催となり，前身

の地盤の環境・計測技術に関するシンポジウムから数えると 23 回目，地下水地盤環境に関するシンポ

ジウムからは 28 回目となります。 

 昨年に引き続き，世界的な新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け，様々な催しが中止や自粛を余

儀なくされています。昨年からは，完全オンライン開催で実施されるケースが増える中，本シンポジウ

ムでは，昨年に引き続き，オンラインと会場での発表・聴講を可能とするハイブリッド形式にて開催す

ることにいたりました。このご時世では，オンライン開催を余儀なくされるのですが，対面型実施を希

望される声も多くあります。また，関西地区以外の参加者を募るには，オンラインを導入することによ

り容易となります。ハイブリッド型で開催すると，この両面が叶えられることになります。ワクチン接

種が普及していますが，感染拡大の状況は予測することが難しく，未だ収束の見通しが立たない状況が

続いています。早期の収束を願いつつも，コロナ禍におけるニューノーマルな開催を模索しています。 

 近年では，地震や豪雨などに起因した深刻な地盤災害が頻発しております。本年 7月初めの伊豆山土

砂災害では，多くの犠牲者を出ました。このように地震や豪雨の外力レベルが近年急激に上昇している

中で，本シンポジウムのサブ・タイトルにもなっている「防災」および「計測技術」に関する研究・開

発は，地盤工学分野と他分野とが協同しながら，技術者・研究者が英知を結集し，率先して取り組むべ

き喫緊の課題であると言えます。 

一方で，流動的な資源である地下水は，地域依存性が非常に高く，その管理に対する取り組みが国の

みならず地方自治体を含めた様々な組織において継続的に実施されています。昨今の大規模災害では，

上水道に代わる水資源としてその価値が見直されています。また，都市平野部における地下水は再生熱

エネルギーとして新しく注目されつつあります。熱エネルギーとして利用するためには，その挙動や特

性を明らかにする必要が有り，かつ，過去に被った地下水の過剰揚水に伴う地盤沈下を今後発生させな

いためのモニタリングやシミュレーションなど，幅広く高度な知識と技術が必然的に求められることと

なります。 

「Kansai Geo-Symposium 2021」では，サブ・タイトルにも明記されているように，地盤工学とその関

連分野である地下水地盤環境・防災・計測技術などの多岐にわたる分野の最新の技術・研究に関して 40

件の発表が行われます。本シンポジウムを契機として，主に関西地方で活躍する多分野の技術者・研究

者の交流が更に活発となり，今後の地盤工学・地下水地盤環境に関する技術と研究の発展に寄与できる

ことを期待します。 

 なお，本シンポジウムの開催にあたっては，多くの官学諸団体に協賛を頂いております。ここに記し

て，関係各位に厚く感謝申し上げます。 

 

令和 3年 11月 5日 

                   公益社団法人 地盤工学会関西支部 支部長 束原 純 

                   地下水地盤環境に関する研究協議会 座長 大島 昭彦 
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